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第 3 章では， (K , N) しきい値法の一つの実現、法として 8t one符号を用いた手法を提案している。ま













(2) 秘密鍵保管法の l つであるくK ， N) しきい値法の実現法として，代激的パースト誤り訂正符号であ
る Stone 符号を用いた手法を提案し その構成法が (K. N) しきい値法の条件を満たす乙とを明ら
かlとすると共't::.分散情報に誤りが生じた場合の対策として拡張 (K. N) しきい値法を提案し，誤り
の訂正が可能である乙とを明らかにしているo
以上のように本論文は，代数的手法を用いた情報セキュリティ技術に関する新しい知見を与えており，
通信工学，特に暗号理論の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認めるo
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